
2024年6月28日　三和小学校

＜子どもの感想＞

Q: 今日の授業を通して感じたことや学んだこと、印象に残ったことなどを教えてください。
　 また授業をしてくれた医療・介護職の方々に対して、メッセージをお願いします。

小6女子
人はいつ亡くなってしまうのかが本当にわからないので大切な人には、日ごろからちゃんと感謝の気も
ちを伝えて、過ごしていきたいと思った。

小6男子
ぼくが授業を通して学んだことは、がんは1/2の確率でなってしまうけど、がんが小さいうちに治療すれ
ば1/2の確率で治ることがわかりました。

小6男子
三和小学校で、がんのおそろしさや予防法などを教えてくれてありがとうございました。教えてもらっ
たことを活かしてこれからも健康に過ごしていきたいです。

小6女子
がんはいろんな種類があって、全部こわいなと思いました。なので私は大人になったら健康診断をやろ
うと思います。これからも健康に生きれるといいです。

小6男子
グループワークをしてみて、もしも自分のお父さんが波平さんと同じようにがんになってしまったら、
どうしたらよいかみんなで考えることができました。

小6女子
今日の授業について分かったことは「命」というものは、とても大切だということです。がんについて
勉強をして、もしかしたらわたしの家族もサザエさんファミリーみたいにがんになって残り数ヵ月しか
生きれないとなった場合、わたしだったら思い出をたくさんつくりたいと思いました。命を大切にこれ
からもしたいと思いました。



小6女子
「波平とフネさんのためにカツオができること」を考える授業でした話し合いは、波平さんのように家
族の1人ががんになってしまったときに、どんな行動をしたらいいか考えるときに役立つことだと感じ
ました。

小6女子
命は自分で守れること、まわりとのコミュニケーションが大切なことがわかりました。自分自身を大切
にしていきたいです。ありがとうございました。

＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6男子の母親
1) うちで過ごしたいけど、体が動くならいろいろな場所に行きたい(迷惑にならないように)。うちの中
の物の場所や通帳の暗証番号などを伝える。

2) 思い出をたくさん作りたいから。みんなが困らないようにしておきたい。

小6女子の母親
1) 緩和ケアを受けながら、体が動くうちは家族と旅行をしたりして過ごしたい。最後は病院で。
2) 残された時間に1つでも多く思い出を作りたい。最期は痛みもひどくなり、家族に介護の負担がかか
るので、思うように体が動かなくなったら病院に入院したい。

小6男子の祖母
1) 思い出の場所へ旅をしたい。
2) 人生の最後だから、楽しかったときのことを思い出したいから。

小6男子の母親
1) ホスピスでゆっくりしたい。
2) 家族に迷惑かけたくないため。

小6女子の父親
1) これまでと同じように仕事をしながら自宅で生活する。子どもに伝えきれなかったことを伝える。
2) がんは体の使用期限だと考えているから、期限内でできることをしたい。　　最後の半年をせい
いっぱい生きたい。

小6男子の父親
1) ロンドンのロイヤル・アルバート・ホールでエリック・クラプトンのライブを聞く。
2) あこがれの人のコンサートをあこがれのコンサートホールで見たいから。

小6女子の母親
1) 家族で楽しく笑いながら過ごしたいです。



2) いずれ死ぬものだから、メソメソしながら死んでいくよりも楽しく笑って過ごしていい人生だった
と思って死んでいきたいです。残した家族には、自分が死んでから「ああしてあげれば良かった」と
後悔したり、責めたりしてほしくないので、お互いに楽しい思い出で締めくくりたいと思うからで
す。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6女子家族
改めてて死はいつかおとずれるけれど、やっぱり家族と離れたくないと思いました。

小6女子家族
もし自分ががんになったら、余命を宣告されたら…。ありがたいことに今のところ健康体なので、こう
いったことを考えたことがなかったことに気づかされました。短い余命を告げられたとき、自分は余生
をどう過ごしたいのか考える、良いきっかけになったインタビューでした。

小6男子家族
人生の最後には、やっぱり家族での時間を大切にして日常生活をゆっくりおだやかに過ごしたいです。
少しでも後悔が減るようにたくさん話をして気持ちを伝え合いたいです。

小6男子家族
家族ががんになったら、病気になったらどうするか自分がかかってしまったらどうするのか、どうした
いのか今まで考えたこともなかったです。今回の授業をへて、家族で話し合う機会がもて、とても有意
義なことだと感じました。

小6男子家族
結局は家族と一緒にいたいと思っている事に絆を感じました。私(児童の母親)が病院で最期を迎えたい
のも家族に迷惑をかけたくないからです。

小6女子家族
授業のテーマもさることながら、自分の意見や考えをもちつつ、誰かの意見を聞くことは今後とても重
要な行動だと思われます。このような体験を繰り返して、傾聴できるようになってほしいと願っていま
す。

小6男子家族
授業でサザエさん一家をとりあげて、がんについて考えたことを帰宅してからききました。自分ががん
だと分かったときも、家族ががんだと分かったときも、どうするべきかどうしたいかイメージするのは
なかなか難しいとは思いますが、だからこそとても貴重なひとときになったのではないかなと思いまし
た。

小6男子家族
いのちの尊さの授業をして少しこわかったことを教えてくれました。今まで他人のことと思っていたガ
ンのこと、若い人でもガンになることなど習ったことを教えてくれました。　　


